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新
し
い
ヒ
ト
万
能
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
の

作
製
に
成
功
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
に
直
接
お
会
い
し

て
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
山
中
教
授
の

大
変
謙
虚
な
人
柄
に
心
を
ひ
か
れ
た
。
あ
の
偉

大
な
研
究
が
で
き
た
の
は
先
人
や
多
く
の
共
同

研
究
者
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
を
強
く
述
べ
ら
れ

た
。
も
と
も
と
誰
も
が
難
し
い
と
思
っ
て
い
た

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
、
た
っ
た
３
個
の
オ
ン
と
オ
フ

に
関
連
す
る
遺
伝
子
を
皮
膚
の
細
胞
に
入
れ
る

だ
け
で
成
功
し
、
世
界
の
研
究
者
を
驚
か
せ

た
。

　

あ
ら
ゆ
る
生
物
の
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
（
全
遺

伝
子
情
報
）
に
は
、
将
来
、
作
ら
れ
る
す
べ
て

の
細
胞
や
臓
器
に
関
す
る
情
報
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
受
精
卵
は
、
ど
の
よ
う
な
細
胞

に
で
も
成
長
で
き
る
全
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
受
精
卵
は
い
っ
た
ん
分
裂
を
始
め

る
と
、
ご
く
初
期
の
段
階
を
除
き
、
こ
の
全
能

性
は
失
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
細
胞
や
臓

器
に
分
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
分
化
し
た
細

胞
は
、
も
う
元
の
万
能
細
胞
に
は
戻
ら
な
い
と

長
い
間
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
常
識
を
く
つ
が
え
し
た
の
が
ク
ロ
ー
ン

羊
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら　

年
が
過

１０

ぎ
、
昨
年
、
新
し
い
ヒ
ト
万
能
細
胞
が
誕
生
し

た
。
こ
れ
は
、
受
精
卵
か
ら
出
発
し
た
も
の
で

は
な
く
、
皮
膚
の
体
細
胞
か
ら
万
能
細
胞
を
作

り
出
す
の
に
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
成
功
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
一
つ
は
、
体
細
胞
を
使
う
た
め
に
、
倫
理

面
の
問
題
が
回
避
で
き
る
こ
と
。
二
つ
目
に

は
、
自
分
の
傷
つ
い
た
細
胞
や
臓
器
な
ど
を
、

自
分
の
細
胞
で
作
製
で
き
る
再
生
医
療
に
大
き

な
道
を
開
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
研
究
は
、
世
界
で
厳
し
い
競
争
が
始

ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
文
部
科
学
省
ら
が
、

５
年
間
で
１
千
億
円
と
い
う
異
例
の
追
加
予
算

を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
官
民
合

わ
せ
て　

兆
円
と
い
う
二
桁
も
多
い
予
算
を
投

１０

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

い
ま
、
日
本
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
こ

の
基
礎
研
究
を
実
際
の
医
療
に
応
用
す
る
た
め

に
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
様
な
独
創
的
な
成
果
が
次
々
と
出
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
研
究
者
に
自
由
な
時

間
と
資
本
を
提
供
し
、
長
い
目
で
、
そ
の
成
果

を
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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１
０
０
点
満
点
で　

点
以
下

20

　

情
報
通
信
白
書
は
、
情
報
通
信
の
現
状

や
政
策
な
ど
に
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
、　

年
か
ら
毎
年
作
成
。
今
回

７３

が　

回
目
に
な
る
。

３６

　

市
町
村
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
評
価
は
、
全
市

町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
実

施
。
行
政
分
野
を
①
防
犯
・
防
災
②
福
祉
・

保
健
③
医
療
④
教
育
・
文
化
⑤
産
業
・
農

業
⑥
交
通
・
観
光
⑦
行
政
サ
ー
ビ
ス
⑧
住

民
交
流
―
の
８
分
野
に
分
け
、
シ
ス
テ
ム

の
機
能
（
各
分
野
７
項
目
、「
交
通
・
観
光
」

は
６
項
目
で
合
計　

項
目
）
や
導
入
時
期

５５

に
応
じ
て
得
点
化
。
例
え
ば
導
入
時
期

は
、
直
近
の
導
入
で
は
十
分
に
機
能
を
発

揮
し
て
い
な
い
と
の
観
点
で
、　

年
以
前

０６

の
導
入
は　

点
、　

年
以
降
の
導
入
は
８

１０

０７

点
、
未
導
入
は
０
点
と
採
点
し
た
。

　

各
分
野
の
活
用
状
況
を
表
す
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

分
野
別
活
用
指
標
」
と
、
こ
れ
を
統
合
し

た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
総
合
活
用
指
標
」
を
そ
れ
ぞ

れ
作
成
。
そ
の
結
果
、
平
均
点
は
５
５
０

点
満
点
中
、　

・
４
点
（
１
０
０
点
満
点

８０

換
算
で
は　

点
以
下
）
と
な
っ
た
。
最
高

２０

点
は
神
奈
川
県
藤
沢
市
が
４
３
０
点
を
獲

得
し
た
一
方
、
最
低
は
０
点
も
。
点
数
の

分
布
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が

平
均
点
以
下
に
集
中
し
て
い
る
。
白
書
は

先
進
市
町
村
が
あ
る
一
方
、
そ
の
他
多
く

の
市
町
村
で
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
十
分
活
用
し

て
い
る
と
い
え
な
い
」
と
し
た
。

　

な
お
、
藤
沢
市
以
下
は
、
２
位
が
大
阪

府
枚
方
市
の
３
４
６
点
で
、
大
阪
市
が
３

４
０
点
、
広
島
市
が
３
１
８
点
、
兵
庫
県

市町村市町村のICTICTシステム活用を点数化ステム活用を点数化

政政 策策 解解 説説

市町村のICTシステム活用を点数化

西
宮
市
が
３
１
６
点
、
名
古
屋
市
が
３
０

０
点
、
広
島
県
三
次
市
が
２
９
２
点
、
福

島
県
須
賀
川
市
が
２
８
４
点
、
京
都
市
が

２
８
４
点
と
続
き
、
北
海
道
長
沼
町
が
２

７
６
点
と
町
村
で
唯
一
、
ト
ッ
プ　

に
食

１０

い
込
ん
だ
。

　

平
均
点
を
都
市
区
分
別
に
み
る
と
、

「
指
定
都
市
・
特
別
区
」が
最
も
高
い
一
方
、

「
町
村
」
が
最
も
低
く
、
規
模
が
大
き
い
ほ

ど
平
均
点
が
高
い
。
し
か
し
ト
ッ
プ　

に
１０

長
沼
町
な
ど
も
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
白

書
は
、
先
進
的
な
取
組
み
は
「
必
ず
し
も

大
規
模
自
治
体
に
限
ら
な
い
」
と
す
る
一

方
、
最
低
点
に
着
目
す
る
と
規
模
が
小
さ

な
市
町
村
に
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
全
く
進

ん
で
い
な
い
自
治
体
も
存
在
」
す
る
と
指

摘
し
た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
、
平
均
点
が
最
も
高

い
の
は
神
奈
川
で
、
兵
庫
、
東
京
の
順
。

逆
に
最
も
低
い
の
は
奈
良
で
、
高
知
、
青

森
が
続
く
。

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
は
都
市
と
町

村
に
格
差

　

さ
ら
に
白
書
は
、
人
口
規
模
別
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
度
を
比
較
。
そ
の
結
果
、
全
８
分

野
で
「　

万
人
以
上
の
市
」
が
最
も
高
く
、

３０

次
い
で
「　

万
人
未
満
の
市
」
が
続
き
、

３０

「
町
村
」
が
最
も
低
い
。
た
だ
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
」
分
野
で
は
「　

万
人
以
上
」
と

３０

　

政
府
は
こ
の
ほ
ど
、２
０
０
８
年
版
の「
情
報
通
信
白
書
」を
公
表
し
た
。

今
年
は「
活
力
あ
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
の
実
現
」を
特
集
し
、
そ
の

中
で
全
国
の
市
町
村
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）シ
ス
テ
ム
活
用
状
況
を

行
政
分
野
ご
と
に
得
点
化
。
そ
の
結
果
、
５
５
０
点
満
点
中
、
平
均
で　
80

点
と
い
う
厳
し
い
評
価
を
突
き
つ
け
、
町
村
な
ど
規
模
が
小
さ
な
市
町
村

で
は「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
全
く
進
ん
で
い
な
い
自
治
体
も
存
在
し
て
い
る
」

と
し
た
。
特
に
情
報
化
推
進
体
制
を
整
備
し
、
情
報
化
計
画
を
策
定
し
て

い
る
市
町
村
と
未
整
備
の
市
町
村
で
は
、
平
均
点
に
２
倍
以
上
の
開
き
が

あ
る
と
し
、
計
画
策
定
や
推
進
体
制
整
備
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
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３

「
町
村
」
の
格
差
が
大
き
い
一
方
、「
医
療
」

分
野
で
は
格
差
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
①　

歳
以
上
が　

％
以
上
②
過

６５

３０

疎
地
を
含
む
③
離
島
を
含
む
④
豪
雪
地
を

含
む
―
各
市
町
村
と
、
そ
れ
以
外
の
市
町

村
の
活
用
度
も
比
較
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
高
齢
化
市
町
村
は
そ
う
で
な
い
市
町

村
と
比
べ
、
全
８
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

が
進
ん
で
い
な
い
。
と
り
わ
け
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
」分
野
な
ど
で
差
が
大
き
い
が
、

「
福
祉
・
保
健
」
や
「
医
療
」
分
野
な
ど
は

比
較
的
差
が
小
さ
い
。

　

過
疎
市
町
村
も
そ
れ
以
外
の
市
町
村
と

比
べ
、
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
が
、「
医

療
」
で
は
差
が
小
さ
い
。
一
方
、
離
島
市

町
村
は
全
８
分
野
で
そ
れ
以
外
の
市
町
村

に
比
べ
、
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
白
書
は

県
庁
所
在
地
な
ど
規
模
が
大
き
い
市
町
村

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
要
因
に
挙
げ

た
。
豪
雪
市
町
村
は
「
交
通
・
観
光
」「
医

療
」
分
野
で
活
用
が
進
ん
で
い
る
一
方
、

「
防
犯
・
防
災
」「
教
育
・
文
化
」
な
ど
は

進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

計
画
未
策
定
な
ど
で
２
倍
以
上

の
格
差

　

白
書
は
ま
た
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
鍵
と

な
る
要
因
」
を
分
析
。
そ
の
結
果
、
情
報

統
括
責
任
者
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
を
設
置
し
て
い

る
市
町
村
は
、
そ
う
で
な
い
市
町
村
に
比

べ
点
数
が
高
い
な
ど
、
予
算
が
少
な
く
て

も
推
進
体
制
を
整
備
し
、
予
算
を
効
率
的

に
使
え
れ
ば
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
活
用
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
設
置
な
ど
推
進
体

制
を
整
備
し
、
情
報
化
計
画
を
策
定
し
て

い
る
市
町
村
と
、
い
ず
れ
も
行
っ
て
い
な

い
市
町
村
を
比
較
す
る
と
、
平
均
点
に
２

倍
以
上
の
差
が
出
た
。
白
書
は
推
進
体
制

の
整
備
に
加
え
、
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
な
が
る

と
分
析
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
省
の
情
報
化
支
援
施
策
を

利
用
し
て
い
る
市
町
村
と
利
用
し
て
い
な

い
市
町
村
で
は
、
利
用
し
て
い
る
市
町
村

（市区町村）
平均点
80.4点

該
当
市
区
町
村
数

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0～10 51～60 101～110 151～160 201～210 251～260 301～310 351～360 401～410

最高点
430点

（※）満点は550点

最低点
0点

ICT総合活用指標（ポイント）

（出典）「地域の情報化への取組と地域活性化に関する調査研究」

（ポイント）

I
C
T
総
合
活
用
指
標

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450
500

340

192

60

346

173

78

430

100100

0
55
0

276

政令市・特別区
（n=40）

中核市・特例市
（n=78）

それ以外の市
（n=664）

町村
（n=966）

最高点
最低点
平均点

表１　ICT総合活用指標の分布

表２　ICT総合活用指標の都市区分別分布 表３　ICT総合活用指標上位市区町村

得点市区町村名順位

430神奈川県藤沢市1

346大阪府枚方市2

340大阪府大阪市3

318広島県広島市4

316兵庫県西宮市5

300愛知県名古屋市6

292広島県三次市7

284福島県須賀川市8

284京都府京都市8

276北海道長沼町10

（出典）「地域の情報化への取組と地域活性化に関する調査研究」
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政 策

４

の
方
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
た

だ
、
支
援
策
を
利
用
し
て
い
て
も
、
推
進

体
制
を
整
備
し
て
い
る
市
町
村
と
整
備
し

て
い
な
い
市
町
村
で
は
、
平
均
点
に
２
倍

程
度
の
差
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
生
産
農

業
所
得
な
ど
各
種
デ
ー
タ
の
関
係
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
地
域
活
性
化
と
の
関
係
を

分
析
。
農
家
一
戸
当
た

り
の　

年
か
ら　

年
の

００

０５

生
産
農
業
所
得
の
増
減

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
ん

で
い
な
い
市
町
村
で
は
、

減
少
率
が
３
・
９
％
と
最

も
大
き
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

が
進
ん
で
い
る
市
町
村

で
は
減
少
率
は
０
・
９
％

と
最
も
小
さ
い
。
こ
の

た
め
白
書
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
と
生
産
農
業
所
得
増

減
に
は
相
関
関
係
が
あ

る
と
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
・
保
健
分

野
で
は
、
扶
助
費
の　

年
００

度
か
ら　

年
度
の
増
加

０５

率
を
み
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
が
進
ん
で
い
る
市
町

村
と
進
ん
で
い
な
い
市

町
村
で
は
９
・
１
ポ
イ
ン

ト
の
格
差
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
と
扶
助
費
の
増

加
抑
制
に
は
「
明
確
な
相

関
関
係
が
見
ら
れ
た
」
と

結
論
付
け
て
い
る
。

　
『
都
市
問
題
』
公
開
講
座
は
（
財
）
東
京
市

政
調
査
会
の
発
行
す
る
月
刊
誌『
都
市
問
題
』

の
特
集
な
ど
か
ら
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
を

選
び
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第　

回
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
り
、

２１

「
自
給
率
を
上
げ
て
食
の
安
全
を
守
る
！　

－

そ
の
課
題
と
方
法－

」
を
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
趣
旨
】

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
、
食
品
偽
装
、
冷
凍
餃
子

に
よ
る
食
中
毒
な
ど
食
を
め
ぐ
る
事
件
・
問

題
が
頻
発
し
、「
食
の
安
全
」
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
日
本
の
食
料

自
給
率
は
世
界
的
に
見
て
低
い
水
準
に
あ
る

と
言
わ
れ
、
こ
れ
を
食
料
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
問
題
視
す
る
声
は
大
き
い
。

　

食
の
安
全
と
食
料
自
給
率
の
問
題
に
は
、

〈
生
産
者
と
消
費
者
の
遠
隔
化
〉〈
生
産
か
ら

消
費
ま
で
に
関
わ
る
主
体
の
多
様
化
と
相
互

関
係
の
複
雑
化
〉
と
い
う
、
時
の
流
れ
に
伴

い
発
生
し
た
共
通
の
変
化
が
見
て
と
れ
る
。

　

本
講
座
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
食
の
安

全
と
自
給
率
の
問
題
に
つ
い
て
、
幅
広
い
視

野
か
ら
検
討
し
、
そ
の
解
決
へ
の
道
を
探

る
。

〈
開
催
日
時
〉

　

２
０
０
８
年
９
月　

日
（
土
）

２７

　
　
　
　
　
　
　

：

　

〜　

：

　

１３

３０

１６

３０

〈
場　
　

所
〉

　

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

階
ホ
ー
ル

１０

　
（
〒
１
０
０－

０
０
１
１

　
　
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
２－

２－

１
）

〈
基
調
講
演
〉

生
源
寺
眞
一
氏
（
東
京
大
学
農
学
部
長
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

大
木
美
智
子
氏
（
消
費
科
学
連
合
会
会
長
）

佐
藤　
　

弘
氏
（
西
日
本
新
聞
社
編
集
委
員
）

人
見
み
ゐ
子
氏
（
酪
農
経
営
者
、
体
験
館

　

Ｔ
Ｒ
Ｙ　

Ｔ
Ｒ
Ｙ　

Ｔ
Ｒ
Ｙ
館
長
）　　

出
演
者
未
定
（
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）

新
藤　

宗
幸
氏
（
千
葉
大
学
教
授
）〈
司
会
〉

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
参
加
申
込
み
〉
東
京
市
政
調
査
会
ホ
ー
ム

http://w
w
w
.tim
r.or.jp

ペ
ー
ジ
（        
 
 
    
       
）
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
み
期
限
〉

　

２
０
０
８
年
９
月　

日
（
金
）

１９

※
満
席
と
な
り
し
だ
い
受
付
を
終
了
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉
東
京
市
政
調
査
会　

研
究
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
３－

３
５
９
１－

１
２
６
１

◆◆

 

第
2121
回『
都
市
問
題

都
市
問
題
』公
開
講
座

公
開
講
座

 

◆

◆

 

第
21
回『
都
市
問
題
』公
開
講
座

 

◆

自
給
率
を
上
げ
て
食
の
安
全
を
守
る
！

自
給
率
を
上
げ
て
食
の
安
全
を
守
る
！

―
そ
の
課
題
と
方
法
―

―
そ
の
課
題
と
方
法
―

（
財
）東
京
市
政
調
査
会

自
給
率
を
上
げ
て
食
の
安
全
を
守
る
！

―
そ
の
課
題
と
方
法
―

防犯・防災

福祉・保健住民交流

医療行政サービス

教育・文化交通・観光

産業・農業

10
20
30
40
50
60
70

0

30万人以上の市区

※　各市区町村のICT分野別活用指標を偏差値に変換し、各人口規模
　　グループの平均値を図示

30万人未満の市区 町村

防犯・防災

福祉・保健住民交流

医療行政サービス

教育・文化交通・観光

産業・農業

42
44
46
48
50
52
54

40

高齢化市区町村 非高齢化市区町村

※　各市区町村のICT分野別活用指標を偏差値に変換し、各属性
　　グループの平均値を図示

表４　ICT分野別活用指標（人口規模別比較） 表５　ICT分野別活用指標（高齢化市区町
村と非高齢化市区町村との比較）

（出典）「地域の情報化への取組と地域活性化に関する調査研究」
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政 策

５

ま
っ
た
。
こ
の
結
果
、
自
然
増
加
数
は
初

め
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た　

年
以
来
の
２

０５

９
、
１
１
９
人
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

ま
た
、
社
会
増
加
数
（
転
入
者
数－

転
出

者
数
な
ど
）
は
４
万
１
、
８
２
６
人
の
増

だ
っ
た
。

　

人
口
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
人
口

の
多
い
の
は
東
京
（
１
、
２
４
６
万
２
、

１
９
６
人
）、
神
奈
川
（
８
７
９
万
８
、
２

８
９
人
）、
大
阪
（
８
６
７
万
３
０
２
人
）

の
順
。
な
お
、
東
京
か
ら
福
岡
ま
で
の
上

位
九
団
体
で
全
人
口
の
半
分
以
上
（　

・
５２

　

％
）
を
占
め
る
。
逆
に
人
口
が
少
な
い

３０の
は
鳥
取
（　

万
２
、
４
１
１
人
）、
島
根

６０

（　

万
３
、
１
２
３
人
）、
高
知
（　

万
４
、

７３

７８

０
３
８
人
）
の
順
。

　

都
道
府
県
別
に
人
口
増
減
の
状
況
を
み

る
と
、
人
口
が
増
加
し
た
の
は　

団
体

１２

（
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
千
葉
、
埼
玉
、

滋
賀
、
沖
縄
、
兵
庫
、
福
岡
、
大
阪
、
静

岡
、
栃
木
）
で
、
前
年
よ
り
２
団
体
（
静

岡
、
栃
木
）
増
え
た
。
増
加
数
が
最
も
多

い
の
は
東
京
（　

万
４
６
０
人
）
で
、
神

１０

奈
川
（
５
万
７
、
２
６
４
人
）、
愛
知
（
４

万
１
３
０
人
）
が
続
く
。
逆
に
人
口
が
減

少
し
た
の
は　

団
体
で
、
最
も
減
少
し
た

３５

の
は
北
海
道
（
△
２
万
８
、
９
３
５
人
）、

青
森
（
△
１
万
５
、
０
４
９
人
）、
福
島

（
△
１
万
３
、
８
８
４
人
）
が
続
く
。

　

都
道
府
県
別
に
人
口
増
加
率
を
み
る
と
、

最
も
高
い
の
は
東
京
（
０
・　

％
）
で
神
奈

８１

川
（
０
・　

％
）、
愛
知
（
０
・　

％
）
の

６６

５６

順
。
逆
に
人
口
減
少
率
が
高
い
の
は
秋
田

（
△
１
・　

％
）
で
、
高
知
（
△
１
・　

％
）、

１４

０６

長
崎
（
△
１
・　

％
）
が
続
く
。

０４

自
然
増
加
は　

団
体

10

　

人
口
が
自
然
増
加
と
な
っ
て
い
る
の
は

前
年
よ
り
２
団
体
減
の　

団
体（
神
奈
川
、

１０

愛
知
、
埼
玉
、
東
京
、
沖
縄
、
大
阪
、
千

葉
、
滋
賀
、
福
岡
、
兵
庫
）。
増
加
数
は
神

奈
川
（
１
万
７
、
６
０
４
人
）
が
最
も
多

く
、
愛
知
（
１
万
５
、
７
３
６
人
）、
埼
玉

（
９
、
９
３
４
人
）
の
順
。
自
然
増
加
率
は

沖
縄
が
０
・　

％
で　

年
連
続
の
ト
ッ
プ
、

５１

２９

愛
知
（
０
・　

％
）、
神
奈
川
（
０
・　

２２

２０

％
）
が
続
く
。

　

逆
に
自
然
減
少
と
な
っ
て
い
る
の
は　
３７

団
体
で
、
北
海
道
（
△
１
万
６
２
８
人
）

が
最
も
減
少
数
が
多
く
、
新
潟
（
△
６
、

８
１
８
人
）、
秋
田（
△
６
、
３
６
４
人
）の

順
。
自
然
減
少
率
が
高
い
の
は
秋
田
（
△

０
・　

％
）
で
、
高
知
（
△
０
・　

％
）、

５６

４４

島
根
（
△
０
・　

％
）
が
続
く
。

４１

　

一
方
、
社
会
増
加
と
な
っ
て
い
る
の
は

全
人
口
が
３
年
ぶ
り
に
増
加

　

全
国
の
人
口
は
１
億
２
、
７
０
６
万

６
、
１
７
８
人
で
、
前
年
よ
り
１
万
２
、

７
０
７
人
増
加
。
３
年
ぶ
り
の
増
加
と

な
っ
た
。
な
お
、
男
女
別
で
は
、
男
が
６
、

２
１
１
万
７
、
２
９
５
人
で
構
成
比
は

　

・　

％
、
女
は
６
、
４
９
４
万
８
、
８

４８

８９

８
３
人
で
同　

・　

％
だ
っ
た
。

５１

１１

　
　

年
度
は
死
亡
者
数
が
過
去
最
高
と
な

０７
る
１
１
２
万
５
、
５
８
４
人
（
前
年
度
比

４
万
８
、
９
５
８
人
増
）
と
な
っ
た
一
方
、

出
生
者
数
は
１
０
９
万
６
、
４
６
５
人
と

前
年
度
か
ら
４
、
５
４
８
人
の
増
に
と
ど

住
民
基
本
台
帳
人
口

住
民
基
本
台
帳
人
口

住
民
基
本
台
帳
人
口

住
民
基
本
台
帳
人
口
（
2
0
0
8
年
３
月
31
日
現
在
）

総 

務 

省

町
村
部
で
の
老
年
人
口
が　

％
を
超
え
る

25

　

総
務
省
は
７
月　

日
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態
、
世

31

帯
数
（
２
０
０
８
年
３
月　

日
現
在
）
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
全

31

国
の
人
口
は
１
億
２
、
７
０
６
万
６
、
１
７
８
人
と
前
年
よ
り
１
、
５
５
４

人
減
少
し
、
３
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。
自
然
増
加
数
（
出
生
者
数－

死

亡
者
数
）
は
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た　

年
以
来
の
２
９
、
１
１
９
人
の

05

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
三
大
都
市
圏
の
人

口
が
昨
年
に
引
き
続
き
全
国
人
口
の
半
数
を
上
回
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
村
部
人
口
は
１
、
３
２
１
万
７
、
５
２
６
人
で
前
年
よ
り

　

万
３
、
５
１
７
人
減
り
、　

年
以
降
毎
年
減
少
。
年
齢
別
で
は
、
年
少
人

21

96

口
（　

歳
未
満
）
の
割
合
が
０
・　

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て　

・　

％
。
老
年

15

08

13

62

人
口
（　

歳
以
上
）
は
０
・　

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て　

・　

％
と
な
り
、
少

65

57

21

57

子
高
齢
化
が
続
い
て
い
る
。
特
に
町
村
部
で
は
、
老
年
人
口
の
割
合
が　

・
25

　

％
と
な
り
、
初
め
て
４
人
に
１
人
を
超
え
た
。　

年
度
に
お
け
る
市
制
施

10

07

行
・
合
併
に
よ
り
町
村
部
か
ら
市
部
へ
移
動
し
た
人
口
数
は　

万
８
、
４
３

12

５
人
だ
っ
た
。
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政 策

６

　

団
体
（
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
愛
知
、

１０埼
玉
、
滋
賀
、
栃
木
、
兵
庫
、
三
重
、
静

岡
）
で
、
前
年
よ
り
１
団
体
増
え
た
。
増

加
数
が
最
も
多
い
の
は
東
京
（
９
万
２
、

９
１
３
３
人
）
で
、
神
奈
川
（
３
万
９
、

６
６
０
人
）、
愛
知（
２
万
６
、
７
４
２
人
）

が
続
く
。
社
会
増
加
率
は
東
京
（
０
・　
７５

％
）
が
最
も
高
く
、
神
奈
川
（
０
・　

％
）、

４５

千
葉
（
０
・　

％
）
の
順
。
逆
に
社
会
減

４４

少
は　

団
体
で
、
北
海
道
（
△
１
万
８
、

３７

３
０
７
人
）
が
減
少
数
が
最
も
多
く
、

青
森（
△
１
万
人
）、
長
崎（
△
９
、
７

２
９
人
）
の
順
。
社
会
減
少
率
は
青

森
（
△
０
・　

％
）
が
最
も
高
く
、

６９

長
崎
（
△
０
・　

％
）、
秋
田
（
△

６６

０
・　

％
）
が
続
く
。

６１
町
村
部
人
口
が　

万
人
減

２１

　

全
国
の
人
口
を
市
部
と
町
村
部
に

分
け
て
み
る
と
、
市
部
人
口
は
１
億

１
、
３
８
６
万
８
、
６
５
２
人
で
前

年
よ
り　

万
６
、
２
２
４
人
（
０
・

２２

　

％
）
増
加
し
た
。
町
村
部
人
口
は

２０１
、
３
２
１
万
７
、
５
２
６
人
で
同

　

万
３
、
５
１
７
人
（
△
１
・　

％
）

２１

５９

の
減
少
、　

年
以
降
毎
年
減
少
し
て

９６

い
る
。
な
お
、　

年
度
に
市
制
施
行

０７

及
び
合
併
に
よ
り
町
村
部
か
ら
市
部

へ
移
動
し
た
人
口
は　

万
８
、
４
３

１２

５
人
。
ま
た
、
町
村
部
の
自
然
増
加

数
は
△
４
万
１
、
０
２
３
人
、
自
然

増
加
率
は
△
０
・　

％
、
社
会
増
加
数
は

３１

△
４
万
４
、
０
５
９
人
、
社
会
増
加
率
は

△
０
・　

％
だ
っ
た
。

３３

　

市
町
村
別
の
人
口
を
み
る
と
、
１
０
０

万
人
を
超
え
て
い
る
市
が
昨
年
と
同
じ
く

　

市
と
な
っ
た
。
ま
た
、
人
口
２
万
人
未

１１満
の
市
は
昨
年
よ
り
１
団
体
減
少
し　
１１

市
。
５
万
人
超
の
町
村
は
４
町
村
で
、
愛

知
県
三
好
町
が
５
万
５
、
０
１
０
人
、
岩

手
県
滝
沢
村
が
５
万
２
、
９
９
９
人
、
広

島
県
府
中
町
が
５
万
１
、
２
７
２
人
、
千

葉
県
大
網
白
里
町
が
５
万
２
０
９
人
。
こ

の
ほ
か
、
人
口
５
０
０
人
未
満
の
町
村
は

昨
年
よ
り
１
団
体
増
加
し
７
村
で
、
東
京

都
青
ヶ
島
村
が
１
７
３
人
、
東
京
都
御
蔵

島
村
が
２
７
５
人
、
東
京
都
利
島
村
が
２

８
９
人
な
ど
。

　

三
大
都
市
圏
の
人
口
は
６
、
３
７
８
万

６
、
８
３
０
人
で
全
人
口
の　
・　

％
と
な

５０
２０

り
、
昨
年
に
引
き
続
き　

％
を
超
え
た
。

５０

一
方
、
地
方
圏
の
人
口
は
６
、
３
２
７
万

９
、
３
４
８
人
で
全
人
口
の　

・　

％
。

４９

８０

　

人
口
を
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
年
少

人
口
（
０
〜　

歳
）
は
１
、
７
３
０
万
２
、

１４

７
８
４
人
（
構
成
比　

・　

％
）、
生
産
年

１３
６２

齢
人
口
（　

〜　

歳
）
は
８
、
２
３
５
万

１５

６４

１
、
９
２
１
人
（
同　

・　

％
）、
老
年
人

６４
８１

口
（　

歳
〜
）
は
２
、
７
４
１
万
１
、
４

６５

６
６
人
（
同　

・　

％
）。
年
少
、
生
産
年

２１
５７

齢
人
口
の
割
合
は
調
査
開
始
以
来
毎
年
減

少
し
、
老
年
人
口
の
割
合
は
毎
年
増

加
し
て
い
る
。
特
に
町
村
部
で
は
、

老
年
人
口
が
３
３
１
万
７
、
２
０
０

人
と
な
り
、
町
村
人
口
に
占
め
る
老

齢
人
口
の
割
合
が　

・　

％
と
な

２５

１０

り
、
初
め
て
４
人
に
１
人
を
超
え

た
。

　

全
国
の
世
帯
数
は
５
、
２
３
２
万

４
、
８
７
７
世
帯
で
前
年
よ
り　

万
６１

１
、
８
２
９
世
帯
、
１
・　

％
増
加

１８

し
た
。
１
世
帯
平
均
構
成
人
員
は

２
・　

人
（
前
年
２
・　

人
）
で
住

４３

４６

民
基
本
台
帳
制
度
の
発
足
以
来
毎

年
減
少
し
て
い
る
。
都
道
府
県
別

に
１
世
帯
の
平
均
構
成
人
員
を
み

る
と
、
最
も
多
い
の
は
福
井（
３
・　
０３

人
）
で
、
山
形
（
３
・　

人
）、
富

０２

山
（
２
・　

人
）
の
順
。
逆
に
最
も

８８

少
な
い
の
は
東
京
（
２
・　

人
）
で
、

０２

北
海
道
（
２
・　

人
）、
鹿
児
島

１３

（
２
・　

人
）
が
続
い
て
い
る
。

２３

町 村 部市 部区 分

  13,431,043人113,622,428人平成19年3月31日現在人口 （A）

平成19年度に市制施行及び合併により

 △ 128,435人128,435人町村部から市部へ移動した人口  （B）

 △ 41,023人11,904人自然増加数（C）

平
成　

年
度

19

 △ 0.31％0.01％自然増加率（C）／　{（A）+（B）}

 △ 44,059人85,885人社会増加数（D）

 △ 0.33％0.08％社会増加率（D）／　{（A）+（B）}

 △ 213,517人226,224人増加人口（B）+（C）+（D）＝（F）

[△ 85,082]　[     97,789]　　　　　[（C）+（D）＝（E）]

 △ 1.59％0.20％増加率　　（F）／（A）

[△ 0.64]　[         0.09]　　　　　[（E）／　{（A）+（B）} ]

 13,217,526人113,848,652人平成20年3月31日現在人口（A）+（F）

人口（人）町　村　名順位

55,010三好町 　（愛知県）1

52,999滝沢村 　（岩手県）2

51,272府中町 　（広島県）3

50,209大網白里町（千葉県）4

49,364白岡町　 　（埼玉県）5

49,007那珂川町 　（福岡県）6

48,183東浦町 　（愛知県）7

47,387寒川町　　（神奈川県）8

47,083杉戸町 　（埼玉県）9

46,794阿見町 　（茨城県）10

人口（人）町　村　名順位

173青ヶ島村　（東京都）1

275御蔵島村　（東京都）2

289利島村　　（東京都）3

365粟島浦村　（新潟県）4

389三島村　　（鹿児島県）5

433渡名喜村　（沖縄県）6

490大川村　　（高知県）7

516北大東村　（沖縄県）8

522北山村　　（和歌山県）9

542平谷村　　（長野県）10

市部及び町村部の人口動態

人口の多い町村 人口の少ない町村



（第三種郵便物認可） 第２６５０号平成２０年８月２５日 町 村 週 報

政 策

７

世 帯人 口
前 年1世帯平均平成20年3月31日前 年増加率増 加 数平成19年3月31日平成20年3月31日都道府
1世帯平均構 成 人 員世 帯 数増 加 率A－B人 口 数人 口 数
構 成 人 員A/CCBA－BBA県 名

人人世帯％％人人人
2.152.132,618,005△　　0.52△　0.52△　　28,9355,600,7055,571,770北海道

2.572.53565,347△　　1.00△　1.04△　　15,0491,445,5921,430,543青 森

2.772.74499,351△　　0.76△　0.80△　　11,0141,377,6661,366,652岩 手

2.652.62891,573△　　0.17△　0.24△　　5,6112,340,4852,334,874宮 城

2.752.71416,787△　　1.08△　1.14△　　13,0061,143,8291,130,823秋 田

3.053.02395,308△　　0.67△　0.83△　　10,0281,204,0991,194,071山 形

2.842.80740,993△　　0.54△　0.66△　　13,8842,089,4392,075,555福 島

2.772.731,093,512△　　0.08△　0.14△　　4,1152,986,1152,982,000茨 城

2.752.71740,354△　　0.160.023382,006,3632,006,701栃 木

2.712.67752,614△　　0.19△　0.20△　　4,0852,016,2362,012,151群 馬

2.532.502,827,6080.320.3625,2927,042,0447,067,336埼 玉

2.472.442,498,4760.370.5432,5516,058,2486,090,799千 葉

2.042.026,160,4400.720.81100,46012,361,73612,462,196東 京

2.322.303,832,7760.550.6657,2648,741,0258,798,289神奈川

2.922.88837,457△　　0.52△　0.52△　　12,5802,425,6832,413,103新 潟

2.922.89382,789△　　0.36△　0.39△　　4,3731,110,7131,106,340富 山

2.712.68435,912△　　0.16△　0.18△　　2,0981,169,2491,167,151石 川

3.073.03269,072△　　0.32△　0.38△　　3,099818,443815,344福 井

2.672.63330,911△　　0.41△　0.47△　　4,140875,621871,481山 梨

2.732.70804,784△　　0.29△　0.36△　　7,7902,184,5962,176,806長 野

2.902.86732,298△　　0.22△　0.23△　　4,9292,100,4132,095,484岐 阜

2.702.671,413,428△　　0.010.00333,775,3673,775,400静 岡

2.572.552,822,8850.550.5640,1307,145,6147,185,744愛 知

2.652.61710,875△　　0.02△　0.04△　　　8081,857,0901,856,282三 重

2.812.78496,3050.450.466,3091,371,5771,377,886滋 賀

2.362.331,096,291△　　0.16△　0.15△　　3,7402,562,2822,558,542京 都

2.292.273,821,7140.020.065,1978,665,1058,670,302大 阪

2.462.432,293,6830.070.031,7335,580,4975,582,230兵 庫

2.642.60545,391△　　0.35△　0.40△　　5,6821,425,3081,419,626奈 良

2.512.47423,263△　　0.72△　0.75△　　7,9231,053,8961,045,973和歌山

2.722.69224,026△　　0.61△　0.71△　　4,284606,695602,411鳥 取

2.712.68273,450△　　0.75△　0.81△　　5,957739,080733,123島 根

2.572.54766,961△　　0.18△　0.16△　　3,1701,951,4201,948,250岡 山

2.392.371,209,084△　　0.12△　0.11△　　3,2562,867,4232,864,167広 島

2.352.32637,020△　　0.66△　0.63△　　9,3361,489,1761,479,840山 口

2.582.55316,542△　　0.57△　0.71△　　5,727811,678805,951徳 島

2.552.52404,585△　　0.29△　0.37△　　3,7411,023,0741,019,333香 川

2.392.36622,441△　　0.48△　0.56△　　8,2651,479,7751,471,510愛 媛

2.292.26347,102△　　0.84△　1.06△　　8,381792,419784,038高 知

2.392.362,129,5220.050.015075,030,3115,030,818福 岡

2.872.83305,260△　　0.43△　0.44△　　3,824868,562864,738佐 賀

2.462.42606,559△　　0.85△　0.87△　　12,9491,482,1461,469,197長 崎

2.602.57718,259△　　0.35△　0.40△　　7,4291,852,0731,844,644熊 本

2.462.43500,649△　　0.30△　0.22△　　2,6781,218,0661,215,388大 分

2.382.35493,192△　　0.42△　0.56△　　6,4831,167,5091,161,026宮 崎

2.262.23778,579△　　0.46△　0.71△　　12,4351,751,5101,739,075鹿児島

2.602.57541,4440.410.273,6971,387,5181,391,215沖 縄

2.462.4352,324,877△　　0.000.0112,707127,053,471127,066,178合 計

△

平成20年住民基本台帳に基づく人口及び世帯数
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△東シナ海に面する段々畑

鹿児島県鹿児島県　長長　島島　町町
ながなが しましま ちょうちょう

現 地 レ ポ ー ト

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

１　
町
の
概
況

　　

長
島
町
は
、
鹿
児
島
県
の
最
北
端
の
町
と

し
て
薩
摩
半
島
の
北
西
部
に
位
置
す
る
阿
久

根
市
と
黒
之
瀬
戸
大
橋
で
繋
が
っ
て
お
り
、

県
都
鹿
児
島
市
と
の
距
離
は
約
１
０
０
㎞
。

長
島
（　

・　

平
方
㎞
）、
伊
唐
島
（
３
・　

９０

５７

０５

平
方
㎞
）、
諸
浦
島
（
３
・　

平
方
㎞
）、
獅

８７

子
島
（　

・　

平
方
㎞
）
の
有
人
４
島
の
ほ

１７

０４

か
大
小　

の
無
人
島
か
ら
な
り
総
面
積
は
１

２３

１
６
・
２
平
方
㎞
。
東
シ
ナ
海
、
八
代
海
、

長
島
海
峡
等
に
囲
ま
れ
、
北
部
一
帯
は
雲
仙

天
草
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

長
島
は
古
く
か
ら
人
の
居
住
が
認
め
ら

れ
、
多
数
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
ま
で
は
肥
後
に
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
島
津
氏
の
進
出
に
よ
り
１
５
６
５
年
に

同
氏
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
江
戸
時

代
は
薩
摩
に
属
し
長
島
郷
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治　

年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
長
島

２２

郷
は
２
村
に
分
離
さ
れ
、
や
が
て
東
町
と
長

島
町
の
町
制
を
た
ど
り
、
平
成　

年
３
月　

１８

２０

日
合
併
に
よ
り
再
び
新
「
長
島
町
」
と
し
て

ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

基
幹
産
業
は
農
業
と
漁
業
で
、
就
業
者
の

総
数
に
対
す
る
割
合
は　

パ
ー
セ
ン
ト
。
主

４３

な
農
産
物
は
赤
土
ば
れ
い
し
ょ
、
甘
藷
、
肉

牛
、
紅
甘
夏
な
ど
の
柑
橘
類
、
水
産
物
は
、

日
本
一
の
生
産
を
誇
る
養
殖
ブ
リ
、
天
然
の

海
峡
ア
ジ
、
萬
さ
ば
の
他
、
ア
オ
サ
な
ど
海

草
の
生
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

口
は
、
平
成　

年
国
勢
調
査
で
１
１
９
５
８

１７

人
、
近
年
も
減
少
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

交
通
は
、
長
島
の
西
海
岸
を
国
道
３
８
９

号
、
東
側
を
主
要
地
方
道
葛
輪
・
瀬
戸
線
が

北
上
し
、
伊
唐
島
と
長
島
は
伊
唐
大
橋
で
、

未
来
へ
の
夢
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

　

〜
景
観
条
例
で
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を
目
指
す

る
ふ
る
さ
と
を
目
指
す
〜〜

長島町

鹿児島市

・

・

Ｎ
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長
島
と
諸
浦
島
は
乳
之
瀬
橋
で
結
ば
れ
、
唯

一
獅
子
島
が
有
人
離
島
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
〜
キ
ー
ワ
ー
ド
は
夢
〜

　

元
々
長
島
地
域
は
離
島
で
あ
り
、
行
政
区

域
が
分
か
れ
て
い
て
も
文
化
的
、
人
的
つ
な

が
り
は
強
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
は
必
ず
し
も
同
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
２
町
の

合
併
を
契
機
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

を
、
旧
町
間
の
差
異
、
地
域
間
の
格
差
解
消

を
主
眼
と
し
て
、
長
島
町
総
合
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
は
、
基
本
理
念
を
「
夢
と
活
力
が
あ

り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
フ
ル
・
デ
ュ
ー
・

プ
ラ
ン（
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ　

Ｄ
Ｅ
Ｗ　

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

と
名
付
け
ま
し
た
。「
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
」
は
、
満
た

す
、「
Ｄ
Ｅ
Ｗ
」
は
、
夢
（
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
）・

活
力
（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
）・
福
祉
（
Ｗ
ｅ
ｌ
ｆ

ａ
ｒ
ｅ
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、「
ｄ
ｅ
ｗ
」は
、小
さ
な
水
滴
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
水
滴
を
町
民
一
人

ひ
と
り
に
準
え
、
小
さ
な
水
滴
も
集
ま
れ
ば

や
が
て
大
河
と
な
る
よ
う
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
は
小
さ
く
弱
い
け
れ
ど
、
全
町
民
参
加

の
も
と
で
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
き
な
力
と
な
っ
て
町
民
の
願
い
を
満
た
し

て
い
こ
う
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
将
来
像
と
し
て
、
①
夢
を
育
む
ま
ち

②
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
③
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
④
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
⑤
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

⑥
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
⑦
魅
力
あ

る
人
材
を
育
む
ま
ち
⑧
町
民
が
主
役
の

ま
ち
―
等
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
次
の
４
つ
の

柱
を
立
て
て
い
ま
す
。

・
夢
と
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
（
社

会
基
盤
）

　

鹿
児
島
・
熊
本
・
長
崎
三
県
架
橋
や
獅

子
島
架
橋
の
実
現
な
ど
夢
と
希
望
の
持

て
る
町
と
し
て
発
展
し
て
行
く
た
め
に
、

粘
り
強
い
行
動
を
続
け
る
と
と
も
に
一

層
の
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
。

・
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
（
生
活

基
盤
）

　

自
然
環
境
資
源
と
人
と
が
調
和
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
整
備
を

図
る
。

・
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
（
産
業
の
振
興
）

　

恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
、
創
造

性
あ
ふ
れ
る
産
業
の
振
興
を
図
り
、
本
町
経

済
を
浮
揚
さ
せ
る
。

・
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
（
医
療
福
祉
）

　

全
て
の
町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

３　
合
併
後
の
ニ
ュ
ー
・
ア

　
　
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

・
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
条
例

　

平
成　

年
９
月
に
は
町
花
に
水
仙
、
町
の

１８

木
に
ツ
バ
キ
を
定
め
、
更
に
平
成　

年
３

１９

月
、
町
の
豊
か
な
海
・
山
の
美
し
い
自
然
や

歴
史
的
文
化
遺
産
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域

住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
ふ
る
さ
と

景
観
づ
く
り
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
個
性
豊

か
な
住
み
よ
い
町
を
創
出
し
よ
う
と
、「
長

島
町
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
」
を
施
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
長
部
局
の
事
業
推
進
課
に
景

観
係
を
新
設
し
、
景
観
形
成
に
関
す
る
こ

と
、
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
こ
と
等
景
観
行

政
を
一
元
化
し
ま
し
た
。

　

景
観
づ
く
り
の
具
体
的
目
標
と
し
て
は
、

①
町
花
・
町
木
を
中
心
と
し
た
花
と
緑
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
。
②
雲
仙
天
草
国
立
公

園
区
域
の
景
観
を
守
り
育
て
る
運
動
推
進
。

③
東
シ
ナ
海
の
夕
日
と
段
々
畑
、
黒
之
瀬
戸

の
渦
潮
、
離
島
の
島
々
、
養
殖
生
簀
群
、
風

力
発
電
風
車
、
鶴
の
北
帰
行
を
観
光
交
流
に

生
か
す
展
望
公
園
づ
く
り
。
④
自
然
生
物
に

や
さ
し
い
水
辺
環
境
等
の
保
全
。
⑤
石
積
み

を
用
い
た
自
然
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
。
⑥

住
民
総
参
加
の
沿
道
修
景
づ
く
り
。
⑦
里
山

の
原
風
景
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
景
観
づ
く

り
ー
の
７
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

△

南
の
玄
関
口
、
黒
之
瀬
戸
大
橋

△

針
尾
公
園
か
ら
雲
仙
天
草
国
立
公
園
内
に
あ

る
ブ
リ
養
殖
生
簀
群
を
望
む



・
石
積
み
と
花
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
に
は
、
安
山
岩
の
転
石
が
無
尽
蔵
に

あ
り
ま
す
。
道
路
工
事
や
畑
地
造
成
な
ど
で

排
出
さ
れ
る
そ
れ
ら
大
小
様
々
な
形
の
天
然

石
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
宅
地
の
石
積
み
や

段
々
畑
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
町
の

建
設
業
者
は
石
積
み
の
技
術
も
高
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
町
道
の

新
設
改
良
時
に
は
、
排
出
さ
れ
る
自
然
石
を

法
面
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
道
路

自
体
が
周
り
の
風
景
と
マ
ッ
チ
し
、
や
さ
し

い
表
情
を
見
せ
る
こ
と
に
着
目
し
、
国
道
・

県
道
の
改
良
に
お
い
て
も
景
観
づ
く
り
へ
の

配
慮
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
景
観
協
定

　

美
し
い
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り

に
協
力
し
、
活
動
し
よ
う
と
す
る
団
体
等
と

協
定
を
結
び
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
現
在　

団
体
が
協
定
を
締
結
。
花
壇
に

１４

は
四
季
を
通
じ
て
花
が
咲
き
誇
り
観
光
客
や

地
域
の
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

・
住
民
参
加
に
よ
る
花
の
植
栽

　

平
成　

年
度
当
初
、
町
花
水
仙
は
旧
長
島

１９

町
の
路
傍
や
公
園
の
植
栽
数
が
約　

万
球
あ

５０

り
ま
し
た
。
集
落
の
活
動
や
役
場
職
員
の
終

業
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
２
万
球
の
植

栽
に
よ
り
、
増
殖
分
を
加
算
す
る
と
平
成　
２２

年
度
末
に
は　

万
球
に
な
る
見
込
み
で
す
。

５５

春
先
の
国
道
・
県
道
沿
線
の
水
田
に
植
栽
し

た
菜
の
花
は
、
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
鮮
や

か
な
黄
色
の
絨
毯
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
街
路
に
は
、
約
１
万
本
の
フ
ク

ロ
ナ
デ
シ
コ
が
深
い
ピ
ン
ク
の
花
を
付
け
ま

し
た
。

・
島
内
周
遊
観
光
地
づ
く
り
へ
の
課
題

　

２
０
１
１
年
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
通

や
、
整
備
が
進
む
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

な
ど
、
地
域
的
に
は
大
き
な
魅
力
を
秘
め
て

い
ま
す
。
今
後
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

に
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
水
産

業
と
の
融
合
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
島
内
を
巡
る
周
遊
観
光
の
拠
点
作
り
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
南
の
玄
関
口
で
あ

る
黒
之
瀬
戸
大
橋
の
た
も
と
に
は
駐
車
場
と

特
産
品
を
販
売
す
る
物
産
館
の
建
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
水
平
野
に
飛
来
す

る
鶴
は
、
春
に
は
長
島
上
空
を
旋
回
し
シ
ベ

リ
ア
へ
の
旅
が
始
ま
り
ま
す
が
、
島
の
中
央

部
に
位
置
す
る
行
人
岳
は
鶴
の
編
隊
を
真
下

に
見
下
ろ
せ
る
絶
好
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
央
高
地
の
稜
線
に
並

ぶ
国
内
で
は
最
大
級
（
５
０
４
０
０
ｋ
ｗ
／

ｈ
）
の
発
電
量
と
な
る
風
力
発
電
施
設
は
、

平
成　

年
秋
の
営
業
運
転

２０

開
始
と
な
り
、
環
境
教
育

の
拠
点
と
も
な
る
風
力
発

電
展
示
施
設
を
併
せ
た

「
風
車
公
園
」の
整
備
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

・
長
島
造
形
美
術
展

　

旧
東
町
に
お
い
て　

年
２０

間
開
催
し
て
き
た
造
形
美

術
展
は
、
ス
ス
キ
や
松
か

さ
、
貝
殻
な
ど
身
近
に
あ

る
環
境
に
や
さ
し
い
素
材

を
使
っ
て
造
形
物
を
製
作
し
、
そ
の
出
来
栄

え
を
競
う
も
の
で
、
製
作
に
多
く
の
住
民
が

関
わ
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
の
面
か
ら
も
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
迫
力
あ
る

作
品
群
は
、
広
く
県
外
か
ら
の
見
学
者
も
集

め
、
地
域
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
に
は
旧
長
島

１９

町
の
住
民
が
初
め
て
製
作
か
ら
参
加
す
る
こ

と
と
な
り
、新
た
な
町
の
夢
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

４　
住
民
一
人
ひ
と
り
を
大
切

　
　
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
福
祉
事
務
所
の
設
置

　

平
成　

年
国
勢
調
査
に
よ
る　

歳
以
上
人

１７

６５

口
は
３
７
３
０
人
、
高
齢
化
率
は　

・
２
％

３１

で
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
続
き
、
平
成

　

年　

・
４
％
、
平
成　

年
に
は　

％
に
達

２２

３３

２８

３６

す
る
も
の
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
介
護
や
生
活
保
護
な
ど
の
手
続
き
の
た

△

天
然
石
を
法
面
に
利
用
し
た
道
路

△

国
道
・
県
道
沿
い
の
水
田
に
植
栽
し
た
菜
の
花

△

中
央
高
地
の
稜
線
に
並
ぶ
風
力
発
電
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め
、
わ
ざ
わ
ざ　

㎞
離
れ
た
薩
摩
川
内
市
に

６０

あ
る
福
祉
事
務
所
ま
で
行
く
必
要
が
あ
り
、

住
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県
か
ら
福
祉
事
務
所
設

置
の
権
限
委
譲
を
受
け
、
平
成　

年
４
月
、

１９

長
島
町
福
祉
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
全

国
の
町
村
で
は
４
番
目
、
九
州
で
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。
合
併
に
よ
り
福
祉
分
野
へ
の

職
員
配
置
が
可
能
と
な
り
、
普
段
か
ら
町
民

と
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
町
職
員
が
対
応
す
る
こ

と
も
あ
り
、
手
続
き
の
ス
ピ
ー
ド
向
上
だ
け

で
な
く
、「
身
近
で
き
め
細
や
か
な
行
政
」
が

実
現
さ
れ
ま
し
た
。

・「
と
も
し
び
隊
」
の
活
躍

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
独
居
老
人
世
帯
で

は
、
日
常
生
活
や
安
全
対
策
に
対
し
不
安
を

抱
き
や
す
い
こ
と
か
ら
、
役
場
の
福
祉
担
当

職
員
を
中
心
に「
と
も
し
び
隊
」を
組
織
。
地

域
担
当
の
民
生
委
員
と
連
携
し
て
、
高
齢
者

の
居
宅
訪
問
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
各
種
の

生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
話
し
相
手
に
な
る

こ
と
で
孤
独
感
の
払
拭
に
役
立
つ
な
ど
、
高

齢
者
の
方
々
の
評
判
は
予
想
以
上
で
す
。
現

在
は
、
消
防
と
と
も
に
、
災
害
時
の
緊

急
対
応
に
備
え
要
援
護
者
リ
ス
ト
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

５　
世
代
を
つ
な
ぎ

　
　
夢
を
つ
な
ぐ

　

平
成
の
大
合
併
の
中
で
、
２
町
に
よ

る
合
併
を
選
択
し
て
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

先
人
達
が
連
綿
と
築
い
て
き
た
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
今
の
世
代
が
受

け
継
ぎ
、
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
行
く

た
め
に
は
、
高
齢
の
方
、
私
た
ち
の
世

代
、
若
い
人
、
そ
し
て
子
供
た
ち
も
夢

を
抱
き
な
が
ら
生
活
で
き
る
地
域
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
町
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し

た
施
策
を
す
す
め
る
こ
と
が
、
未
来
へ

夢
を
つ
な
ぐ
鍵
と
な
り
ま
す
。

（
長
島
町
長　

川
添　

健
）

△

地
域
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
長
し
た
長
島

造
形
美
術
展
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随 想

随

想

　

私
は
昭
和
十
五
年
旧
万
場
町
（
現
神
流

町
）
塩
沢
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
神

流
町
中
心
地
よ
り
山
間
部
に
二
キ
ロ
入
っ

た
と
こ
ろ
に
塩
沢
と
い
う
集
落
が
あ
り
ま

す
が
、
私
の
生
ま
れ
た
場
所
は
、
そ
こ
か

ら
更
に
約
四
キ
ロ
入
っ
た
標
高
八
百
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
一
軒
家
で
す
。

　

六
人
姉
弟
の
上
五
人
は
姉
で
、
私
は

末
っ
子
で
す
。
一
番
上
の
姉
と
は
親
子
ほ

ど
年
齢
が
違
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
物
心
が
付
い
た
頃
は
、
周
り

は
家
族
の
み
（
家
族
は
祖
父
母
、
両
親
、

姉
弟
の
十
名
）
で
、
私
の
面
倒
を
見
て
く

れ
た
下
の
姉
二
人
の
他
は
、
み
な
農
作
業

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
自
給
自
足
の
時
代
で
し
た
の

で
、
畑
と
し
て
利
用
で
き
る
土
地
は
猫
の

額
ほ
ど
で
あ
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
耕

し
、
栽
培
で
き
る
作
物
は
何
で
も
作
り
、

現
金
収
入
と
い
え
ば
年
に
一
度
の
初
秋
蚕

の
繭
と
僅
か
な
自
然
薯
の
蒟
蒻
の
売
り
上

げ
で
し
た
。

　

野
山
を
か
け
め
ぐ
り
自
然
が
遊
び
場
で

あ
り
、そ
こ
で
育
っ
た
私
も
小
学
校
入
学
を

迎
え
、学
校
ま
で
の
六
キ
ロ
の
道
程
の
半
分

ほ
ど
は
、人
一
人
が
や
っ
と
歩
け
る
程
度
の

狭
い
山
道
で
、川
に
か
か
る
橋
は
丸
太
橋

で
し
た
。
そ
ん
な
道
を
上
級
生
の
姉
二
人

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
通
学
で
、当
時
の
空

腹
と
疲
れ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
家
族
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
山
の
中

で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
父

に
恨
み
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

後
に
聞
い
た
話
で
す
が
、
私
が
生
ま
れ
る

五
年
く
ら
い
前
に
塩
沢
集
落
か
ら
山
上
が

り
を
し
た
そ
う
で
す
。
塩
沢
の
集
落
に
居

た
頃
は
、
山
林
や
畑
が
四
方
に
点
在
し
て

農
林
業
の
経
営
効
率
が
悪
い
た
め
、
経
営

規
模
拡
大
を
図
る
た
め
、
多
少
山
に
入
っ

て
で
も
一
纏
め
に
す
れ
ば
、
農
林
業
で
も

畜
産
で
も
効
率
の
よ
い
経
営
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
、
父
と
し
て
は
大
志
を
抱
い

て
の
開
拓
地
で
の
生
活
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
父
の
言
葉
の
中
で
、「
自
分

の
考
え
は
良
か
っ
た
が
、
子
供
達
に
苦
労

を
か
け
た
の
が
一
番
辛
か
っ
た
。」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
所
で
す
の
で
、
勿
論
電
気
も
あ

り
ま
せ
ん
。
灯
り
と
い
え
ば
、
い
く
つ
か

の
ラ
ン
プ
で
す
。（
年
数
は
か
か
り
ま
し

た
が
、
後
に
自
家
発
電
か
ら
東
京
電
力
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。）

　

私
の
小
学
校
時
代
は
、
終
戦
間
も
な
い

時
期
で
し
た
の
で
、
教
科
書
と
言
え
ば
わ

ら
半
紙
何
枚
か
に
印
刷
さ
れ
た
簡
単
な
物

で
、
表
紙
は
家
で
堅
い
紙
を
見
つ
け
て
補

強
し
た
の
も
の
で
し
た
。
ノ
ー
ト
も
あ
り

ま
し
た
が
、
石
盤
に
蝋
石
で
書
い
た
り
消

し
た
り
の
授
業
で
す
。
で
す
か
ら
宿
題
も

な
く
、
ラ
ン
プ
生
活
も
さ
ほ
ど
苦
に
す
る

こ
と
も
な
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
小
学
校
六

年
生
の
時
、
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
の
有
り
難
さ
が
今
で
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

戦
後
何
年
か
後
に
近
く
の
国
有
林
に
、

五
世
帯
の
開
拓
者
が
入
植
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
子
供
づ
れ
の
家
族
も
お
り

ま
し
た
の
で
、
通
学
す
る
仲
間
も
で
き
ま

し
た
が
、
都
会
か
ら
の
急
激
な
環
境
の
変

化
で
、
大
変
な
思
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う

が
、
我
慢
で
き
た
の
も
そ
ん
な
時
代
な
れ

ば
こ
そ
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
学
校
以
外
で

は
、
ほ
と
ん
ど
家
の
農
作
業
の
手
伝
い

で
、
通
学
で
の
行
き
は
炭
一
俵
を
背
負
っ

て
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
、
帰
り
に
は
家
か
ら

頼
ま
れ
た
買
い
物
を
背
負
い
、
夜
は
寝
る

前
に
母
の
編
む
炭
俵
の
縄
を
綯
い
、
日
曜

日
に
な
る
と
家
畜
（
山
羊
、
牛
、
羊
）
の

餌
と
な
る
草
刈
り
、
今
の
時
代
で
は
想
像

も
つ
か
な
い
こ
と
で
す
が
、
当
時
は
そ
れ

が
当
た
り
前
で
山
間
部
に
住
む
私
達
の
年

代
の
人
た
ち
は
皆
経
験
し
て
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
春
は
山
菜
採
り
、
夏
は
魚
捕
り

（
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
）、
秋
は
栗
拾
い
、
く

る
み
拾
い
、
茸
採
り
、
冬
は
枯
れ
木
拾
い

な
ど
、
そ
れ
な
り
の
楽
し
み
も
あ
り
ま
し

た
が
、
す
べ
て
生
業
の
為
で
し
た
。

　

私
が
中
学
を
卒
業
す
る
頃
は
、
炭
の
運

搬
等
に
も
馬
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
で
は
大
型
自
動
車
も
通
行
で
き
る
道

路
に
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
私
は
姉
弟
で
、
男
一
人
で
す

の
で
、
家
を
継
ぐ
つ
も
り
で
農
業
高
校
へ

進
み
、
林
業
、
農
業
、
畜
産
、
椎
茸
栽
培
、

民
宿
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
高
齢
化
過
疎
化
が
急
速
に
進
む
中
、

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
平
成
九
年

九
月
に
五
十
八
歳
で
町
長
に
立
候
補
し
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
的
に
厳
し
い
現
社
会
情
勢
下
で
首

長
の
方
々
も
大
変
な
思
い
で
健
全
な
行
財

政
運
営
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
三
位
一
体
改

革
な
ど
国
の
構
造
改
革
に
よ
り
、
厳
し
い

行
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、
浅

学
非
才
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幼
少
年

時
代
に
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
、「
自

治
の
灯
を
と
も
し
続
け
る
た
め
に
」
鋭
意

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

残
さ
れ
た
二
年
八
ヶ
月
の
任
期
を
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
前
鍬
十
郎

群
馬
県
神
流
町
長

幼
少
年
期
の
思
い
出


